
職業指導論 講義 2単位 2学期
Vocational Guidance
科目ナンバー：03GAA3

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的および達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容および授業方法】

【授業項目】

【授業時間外学習（予習・復習等）】

【教科書】

【参考書】

第１回　　職業指導とキャリア教育：キャリア教育の必要性
第２回　　キャリア教育の基礎理論
第３回　　日本におけるキャリア教育の歴史：戦前・戦後を通じて
第４回　　日本におけるキャリア教育の現状：児童生徒の意識、中教審答申など
第５回　　学校教育におけるキャリア教育の位置づけ
第６回　　キャリア教育の展開（１）小・中学校におけるキャリア教育の実践
第７回　　キャリア教育の展開（２）高等学校におけるキャリア教育の実践
第８回　　キャリア教育の展開（３）大学におけるキャリア教育の実践
第９回　　産業界・地域社会とのかかわりとキャリア教育
第１０回　諸外国におけるキャリア教育の動向：アメリカ、ドイツ、イギリス
第１１回　キャリア教育と心理分析
第１２回　職業指導の方法・技術
第１３回　職業指導・キャリア教育の評価
第１４回　職業指導における職業相談の役割
第１５回　職業指導の課題
第１６回　期末試験

学習効果を上げるため、教科書等の該当箇所を参照し、授業内容に関する予習を90分程度行い、授業内容に関する復習を
90分程度行うことが望ましい。

教科書は指定しない。随時プリントを配布する。

伊藤　敦美

物質・材料 経営情報１号棟509室

[授業目的]
本講義は日本における進路指導・キャリア教育の理論的展開および、現在における諸問題について理解することを目的と
する。また工業科教員として生徒に職業指導を行うことのできる実践的指導力の基礎を育成することを目指す。本学の
「教育目的  2」「技術科学を開発し実践する者の社会に対する責任を自覚」することを深めることも企図している。
[達成目標]
１）職業指導に関する諸理論及び歴史的背景を説明することができる。
２）学校教育における職業指導・キャリア教育の現状を理解する。
３）職業指導を行うことのできる実践的指導力の基礎を身につける。

職業、職業構造、進路指導、キャリア教育、進路選択

[授業内容]
職業指導に関する基礎理論・歴史的流れを把握し、学校教育における職業教育の重要性を理解する。また小学校・中学
校・高等学校・大学における職業指導の現状を理解し、その課題について考える。さらに実際に職業指導に関して指導で
きる力の育成を図る。
[授業方法]
講義形式を主体とするが、随時、講義時間内に課題作成を課す。また数回、課題・レポートを課す。



【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】

【参照ホームページ名】

【参照ホームページアドレス】

【備考】

【ディプロマポリシーとの対応 】

工業教科（高校）の教員免許状を取得するための必修科目である。

平成29・30・31年改訂学習指導要領（本文、解説）

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm

特になし。

【】１．理数の技法と技術科学の見方
　　　　理数とデータサイエンスの概念・技法の習得、及び社会を支える様々な技術の科学的理解。
【】２．思考力・表現力と社会的視野
　　　　理解・思考・表現・対話の基礎である言語・論理力の習得、及び技術と社会、安全、環境との関わりの理解。
【】３．専門の基礎力
　　　　技術科学各分野の専門の基礎知識と技能、及び情報技術を使いこなす能力の習得。
【】４．コミュニケーションと協働の力
　　　　英語による技術コミュニケーション基礎力、及び国際感覚を持ちチームで協働できる能力の習得。

文部科学省『高等学校　キャリア教育の手引き』2012年。
国立教育政策研究所『キャリア教育のススメ』東京書籍、2012年。
日本キャリア教育学会編『キャリア教育概説』東洋館出版、2017年。
藤田晃之『キャリア教育基礎論』実業之日本社、2014年。
三村隆男著『改定　キャリア教育入門』実業之日本社、2008年。
仙崎　武・野々村　新他編『入門　進路指導・相談』福村出版、2000年。

学習理解の確認（テスト）60％、講義中の課題・レポート30％、授業への取組（授業中の発言や態度）10％により評価す
る。
試験の実施時期については授業で周知する。講義内容全般についての理解度を確認する。試験の際の資料等の持ち込みは
不可とする。授業への取組は、授業中の態度、授業中の発言、欠席状況等を総合的に評価する。


